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Abstract

The forward handspring is often taken up in the gymnastics at school, and it is one of the longing techniques for the

students.

In this study, we aimed to clarify from the viewpoint of morphology, assistance for changing to a better movement and

bring it nearer to an ideal to learner who can perform forward handspring alone without fear.

From the comparison between assistance technique of skilled spotter and unskilled spotter, it became clear as follows.

1. The skilled spotter assisted by the palm and shoulder at an overlapping position of the learner.

2. The skilled spotter assisted to lift a body using by “The principle of a lever”.

3. The skilled spotter assisted earlier than learner performed handstand position.

Ⅰ はじめに

マット運動には亜その種目特有の基本となる技

や発展した技などが存在する。中学校及び高等学

校の学習指導要領解説には亜基本技や発展技に

「挑戦したり組み合わせたりして亜出来るように

なった時の楽しさや喜びを味わうことの出来る運

動である」1)2)と述べられている。

本研究で取り上げる前方倒立回転跳びは亜マッ

ト運動で実施される技の一つで亜中学校及び高等

学校では回転系の発展技として例示1)2) されてい

る。マット運動の回転系には亜体面を床上に接し

て転がる接転技群と亜手と足を着いて前後軸亜左

右軸に回転する翻転技群亜空中で回転して立つ宙

返り技群の 3 技群がある3)4)。その中の翻転技群

の倒立回転跳び技に属している前方倒立回転跳び

の運動構造を見てみると亜足を振り上げて倒立位

になり亜その振り上げた足の勢いを利用してマッ
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トを突き放し亜空中局面を経過した後に着地する

という運動である。その運動構造のほとんどで伸

身体勢が見られるのが特徴的である3)（図 1）。

前方倒立回転跳びは亜マット運動の授業でもよ

く取り上げられ亜また生徒達からは憧れの技とし

て好んで実施されている技の一つである。しかし亜

特殊な動きが多く非日常的な運動3)のため亜正し

いやり方（技術）を習得していない学習者が一人

でその運動を実施することは非常に難しい。前方

倒立回転跳びの技術について亜山下は「鋭い振り

上げと力強い踏みきりを協調させ亜つき手を生み

出す前提を作り出すことが重要」5) と述べており亜

また指導法に関しても亜落差を利用した指導

法6)7) やブリッジから移行していく指導法8)9) が

挙げられており亜技術や指導法に関する研究はこ

れまでも多くなされてきた。

器械運動は非日常的な運動感覚が要求されるた

め亜学習者に対して段階的指導を用いて運動感覚

の類縁性10) を身につけさせたり運動構造を理解

させたりするが亜より容易に覚えさせる手段とし

て幇助を利用する場面は指導現場で多く見られる。

幇助について栗原らは「技の習得を早めることに

つながる」8) と述べ亜水島も「幇助は技ができな

い学習者に対して成功体験させることに関して非

常に有効である」11) と述べており亜また岡端も

「技の学習を効果的に亜しかも安全に進めてゆく

上での重要な方法的手段である」12) と述べてい

ることからも亜新しい技に挑戦するときや自分一

人では解決できない場合に亜幇助が学習者に対し

てより良い運動を習得させるためには有効である

と考えられる。また亜金子も「安全のために着地

位置に立ってやったりすること」3) と幇助につい

て述べていることからも亜より安全に学習環境を

整備するためにも幇助は重要な役割を担っている

と考えられる。しかし金子は「下手な幇助は技の

習熟にマイナスになったり亜邪魔になったり亜そ

のためにかえって大怪我をすることもないではな

い」3) と述べており亜幇助は技の習得に大きく関

わり重要であることが伺える。

このように前方倒立回転跳びの技術や指導法に

関する研究や亜器械運動の幇助についての研究は

多く存在するのに対し亜前方倒立回転跳びの幇助

方法に関する研究はほとんどなされていないのが

現状である。そこで本研究は亜前方倒立回転跳び

を恐怖心なく一人で実施できるが多くの場合は着

地で尻もちをついてしまう被験者を対象に亜前方

倒立回転跳びの幇助を体得している幇助者と幇助

をしたことがない幇助者の幇助を比較考察し亜よ

り良い運動に変化させるための幇助方法を運動形

態学的観点13) から明らかにすることを目的とし

た。

器械運動は亜出来ている技をより良くすること

に楽しさや喜びを味わう運動であるが亜さらに難

しい技にチャレンジし亜技ができたことに喜びを

味わうこともできる運動である。本研究の幇助方

法が学校体育の現場に生かされ亜「出来たことに

喜びを感じる」ことのできる学習者が増えれば幸

いである。

Ⅱ 方法

1唖被験者

本研究では前方倒立回転跳びを実施する被験者

（以下亜学習者とする）と亜幇助を実施する被験

者（以下亜幇助者とする）を設定した。学習者お
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図 1 前方倒立回転跳び



よび幇助者の情報は表 1 の通りである

1）学習者

前方倒立回転跳びを実施する被験者を学習者と

した。学習者は亜恐怖心なく一人で前方倒立回転

跳びを実施できるものの亜多くの場合は着地で尻

もちをついてしまい亜稀に両足で着地することが

できるレベルとした。このレベルに該当する T

大学の学生 2名を学習者として選出した。

2）幇助者

幇助を実施する被験者を幇助者とし亜熟練度の

異なる幇助者を 1名ずつ計 2名選出した。前方倒

立回転跳びを習得しており亜運動構造も十分に理

解し亜幇助も体得している熟練した幇助者を熟練

幇助者とした。一方亜前方倒立回転跳びを習得し

ておらず亜運動構造も十分に理解していない亜ま

た亜幇助をしたことがない幇助者を未熟練幇助者

とした。

なお亜本研究は亜東海大学「人を対象とする研

究」に関する倫理委員会の審査を受け亜承認（承

認番号：湘-045 16096）を得て実施したものであ

る。被験者にはあらかじめ本研究の目的亜方法亜

それに伴う危険性などを口頭および文書で説明し亜

十分に理解を得た上で書面により同意を得た。

2唖実験課題

1）試技の設定

学習者には亜直立姿勢から片足を前に振り上げ

ながらとび上がり亜もう一方の足で着地14) して

から前方倒立回転跳びを実施するよう指示した。

安全面に配慮し亜試技の前に十分なウォーミング

アップと前方倒立回転跳びの練習を数回行わせた。

また亜床面に記された縦 0.60 m亜横 0.90 m の長

方形の中に着手できるよう練習を行い亜助走開始

位置を調整した。

幇助者には亜学習者の練習を観察させ亜着手面

に手をつくよう助走開始位置を調整していること

を伝えた。試技については亜着手面付近で学習者

の右側から幇助を行うよう指示をした。また亜幇

助者は亜お互いの幇助方法を見ることができない

よう亜他幇助者の実験中は別室で待機させた。

学習者と幇助者には亜試技を出来る限り最大努

力で行うよう指示した。また亜実施した試技に対

して 10 段階で自己評価をさせて亜試技の出来栄

えを記録した。両被験者の自己評価が 8段階以上

であり亜最も自己評価の高かった試技を分析対象

とした。

2）運動課題

学習者には次の 3種類の課題を実施させた。課

題 1 は学習者が一人で前方倒立回転跳びを実施

（以下亜単独試技とする）するものである。課題

2 は未熟練幇助者が幇助を行い亜前方倒立回転跳

びを実施（以下亜未熟練幇助試技とする）するも

のである。課題 3は亜熟練幇助者が幇助を行い亜

前方倒立回転跳びを実施（以下亜熟練幇助試技と

する）するものである。なお亜各試技の間には十

分な休息時間を設けた。

3）自己観察

学習者と幇助者に対して亜質問紙を使用して自

己観察を行わせた。学習者に対しては亜「課題を

実施した際にどのようなことを意識したか」や

「課題 2 あるいは課題 3 と亜課題 1 との違い」な

どの質問を行った。幇助者については亜「幇助の

ポイント」「幇助の部位」「どのような幇助をした

か」などの質問を行った。

3唖実験場面

図 2 は実験場面の見取り図である。実験につい

ては亜着手面の前後に縦 3.60m亜横 0.90mのマッ
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表 1 学習者及び幇助者の情報

被験者 身長 (m) 体重 (kg) 年齢 (歳) 競技歴 (年) 指導歴 (年)

学習者A 1.65 60 22 0 0

学習者 B 1.77 70 21 0 0

熟練幇助者 1.69 61 31 20 6

未熟練幇助者 1.82 79 21 0 0



トを置き亜安全面に考慮した。学習者の前額面から

デジタルビデオカメラ（iPod touch, MKHX2J/A,

apple 社製）を用いて亜フレームレート 240fps で

高速度撮影を行った。また亜学習者の矢状面から

はデジタルビデオカメラ（VPC-SH1, SANYO 社

製）を用いてフレームレート 30 fps で撮影を行

った。

4唖分析方法

学習者を矢状面から撮影した映像をもとに亜自

己評価によって分析対象となった試技の連続写真

を作成した。また亜学習者の正面から撮影した映

像から幇助開始時の画像を抽出した。これらの資

料に加え亜質問紙により得られた各被験者の自己

観察報告をもとに亜モルフォロギー的考察を行っ

た。

Ⅲ 結果及び考察

1唖学習者の運動形態からみた幇助の有効性

図 3 は学習者 A亜図 4 は学習者 B における各

課題の運動経過を示す連続図である。上段は単独

試技で亜中段は未熟練幇助試技亜下段は熟練幇助

試技である。なおここでは学習者の運動形態を観

察するため亜幇助者はあえて描いていない。

各試技を観察した結果亜学習者 A の単独試技

は亜倒立位から着地するまでにわずかながらの空

中局面が見られ亜足から着地しているものの姿勢

は腰の位置が低く膝を深く曲げて着地している試

技であった。また学習者 B の単独試技について

も亜学習者 A とほぼ同様に倒立位から着地まで

に空中局面が見られ亜着地姿勢は腰の位置が低く亜

膝を深く曲げて着地している試技であった。試技

の出来映えを表す自己評価は 8段階であるため亜

転倒することなく実施できた両学習者の試技は成

功した試技であると言える。前方倒立回転跳びの

理想の捌きについて亜三木らは「空中局面の姿勢

や雄大さが重要である」7) と述べており亜山下も

「着手後の空中局面において雄大な浮きを見せる

こと」5) と述べられていることからも亜わずかな

空中局面しか見られず亜着地姿勢は低く技術的な

欠点が多かった両学習者の単独試技は亜理想像に

は遠い試技であったと考えられる。

次に学習者 A の未熟練幇助試技は亜単独試技

よりも明確な空中局面が形成され亜着地姿勢は腰

を伸ばした姿勢に近づいている試技であった。ま

た学習者Bにおいても亜学習者Aとほぼ同様に亜

空中局面が形成され亜着地姿勢も腰を伸ばした姿

勢に近づいている試技であった。金子は幇助につ

いて「その遂行を容易ならしめること」3) と述べ亜

より良い運動にしたり安全に実施させたりするこ

とであると述べていることからも亜幇助者が介入

することで明確な空中局面が形成され亜空中局面
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図 2 実験場面の見取り図



から着地まで腰を伸ばした姿勢に近づいたことは亜

運動経過がより良い運動に変化しているため亜幇

助が動作の改善に有効であることが推察された。

また亜未熟練幇助者の自己観察報告から「学習者

を立たせる」と報告していることや亜両学習者の

自己観察報告から「立ちやすくなった」や「楽に

立てた」と報告していることからも亜前方倒立回

転跳びがより良い運動となり着地が楽になったこ

とは亜未熟練幇助者であっても幇助を行うことは亜

より良い前方倒立回転跳びを実施させるための動

作改善には有効であると推察される。

次に熟練幇助試技は亜学習者 A と学習者 B は
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図 3 学習者Ａにおける各課題の運動経過

図 4 学習者Ｂにおける各課題の運動経過



同様の結果で単独試技や未熟練幇助試技よりも更

に明確な空中局面が形成されており亜着地姿勢も

腰と膝を伸ばした試技であった。未熟練幇助試技

よりも明確な空中局面が見られた熟練幇助試技は亜

幇助者が前方倒立回転跳びを習得していることか

ら亜運動構造を理解しているため最善の幇助方法

を瞬時に選択しているものと考えられる。また亜

熟練幇助者の自己観察報告から「身体全体を持ち

上げる」と報告しており亜両学習者の自己観察報

告から「上に上がった」や「フワッと浮いた感じ

がした」と報告されていることからも亜熟練幇助

者の幇助は「雄大な浮き」を作り出すことできる

幇助であった可能性がある。したがって亜この

「雄大な浮き」が着地時に腰の位置が高く膝を伸

ばした姿勢で着地することが可能になると考えら

れ亜着地に対しても有効であることが推察された。

以上のことから亜未熟練な幇助者であっても幇

助は動作改善に有効ではあるが亜より良い運動に

変化させるためには亜運動構造を理解している熟

練した幇助者が行うと更に有効であると推察され

た。

2唖幇助者の身体の向きと立ち位置について

図 5は学習者に対して幇助者が幇助する際の身

体の向きと立ち位置を亜正面から撮影した映像を

抽出しトレースした図である。

幇助する際の身体の向きとは亜技の運動方向に

対する幇助者の身体の前面が向いている方向をこ

こでは便宜上亜身体の向きと設定した。また立ち

位置とは亜幇助者と学習者の身体の距離をここで

は便宜上亜立ち位置と設定した。幇助する際の立

ち位置を比較するために学習者と幇助者の身体の

ほぼ中心に垂直線を引き比較を行った。

図 5から幇助する際の身体の向きと立ち位置に

ついて亜未熟練幇助者は学習者に対して進行方向

に直交した向きで幇助し亜立ち位置は学習者から

少し離れた位置で幇助していた。熟練幇助者は学

習者に対して進行方向に平行かつ正対する向きで

幇助し亜立ち位置は学習者の身体に重なるような

位置で幇助していた。

未熟練幇助者のように亜学習者に対して横を向

き少し離れた位置で幇助することは亜学習者の背

中に接地している手のひらだけを軸にして幇助す
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図 5 熟練度の異なる幇助者の幇助開始姿勢



ることとなり亜倒立位から運動方向に倒れてくる

身体を支えることで精一杯になると考えられ亜幇

助の力を伝えることが困難になると推察される。

また先に述べた亜着地を容易にする幇助は可能で

あるが亜山下5) や三木ら7) が述べている理想像に

近づける幇助はできないのではないかと推察され

る。それに対して熟練幇助者のように亜学習者に

対して向き合って重なり合うように幇助すること

は亜学習者の背中に接地している手のひらを軸に

して肩部分を使い亜学習者の身体を担ぐように幇

助することが出来ると考えられ亜倒立位から運動

方向に倒れてくる足の勢いを利用して亜てこのよ

うに回転させ上体を持ち上げる幇助が可能になっ

たと推察される。また亜熟練幇助者の自己観察報

告から「身体全体を持ち上げる」と述べられてい

ることからも亜「てこの原理」を利用した幇助を

することで亜運動方向に倒れてくる重い身体を受

け止め勢いを上方向へ修正し亜より良い運動経過

に変化させることができたと推察される。

以上のことから亜学習者に対して向き合い重な

り合うような位置で幇助することは亜手のひらと

肩部分を利用することができ亜重い身体を持ち上

げることが可能になるため亜より良い運動に近づ

けるためには有効であると推察された。

3唖幇助開始のタイミングについて

次に幇助者が学習者に対して幇助を開始するタ

イミングについて検討した。幇助開始のタイミン

グとは亜幇助者が学習者の身体に接触した瞬間と

設定した。

図 6 は学習者 A に対する各幇助者の幇助開始

位置を示した図である。また図 7 は学習者 A の

幇助開始の姿勢を重ね合わせトレースした図であ

る。次に図 8 は学習者 B に対する各幇助者の幇

助開始位置を示した図である。また図 9は学習者

Bの幇助開始の姿勢を重ね合わせトレースした図

である。

図 6から亜未熟練幇助者の幇助開始のタイミン

グは学習者の姿勢がほぼ倒立位になったときに接

触していたのに対し亜熟練幇助者は学習者の姿勢

が倒立位よりも前に接触していた。また図 7にお

ける両試技の比較から亜熟練幇助者の幇助開始の

タイミングが明らかに早いことがわかる。次に図

8 から亜学習者 B も学習者 A と同様に未熟練幇

助者は倒立位経過後に接触していたのに対し亜熟
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図 6 学習者Aに対する各幇助者の幇助開始姿勢

図 7 学習者Aの幇助開始時の姿勢



練幇助者は倒立位よりも前に接触していた。また

図 9における両試技の比較も同様に亜熟練幇助者

の方が明らかに早いタイミングであった。

未熟練幇助者の幇助開始のタイミングが遅くな

った一要因として亜先に述べた幇助する際の身体

の向きと立ち位置が関係していると考えられるが亜

幇助者自身が運動構造を十分に理解していないこ

とも幇助開始のタイミングが遅くなった一要因で

はないかと考えられる。運動構造を十分に理解し

ていないということは亜運動がどのように変化し

ていくか予測することが難しくなると考えられ亜

どの局面で学習者に接触すれば良いかがわからな

いため亜幇助開始のタイミングが遅れたのではな

いかと推察される。それに対して亜熟練幇助者は

運動構造を理解しており亜前方倒立回転跳びを体

得していることから亜幇助を運動経過に追従させ

る中で運動の変化を予測し亜時には幇助の力を強

め運動経過を修正したり亜時には学習者に触れて

いるが力を加えなかったりと亜理想像に近づける

ために学習者に接触するタイミングをより早くす

ることで亜より長い時間幇助しているものと推察

される。このことは亜熟練幇助者の自己観察報告

で「腰部分に早く触り」と報告していることから

も亜接触するタイミングを早めようと意識してい

ることが伺える。このことが空中局面で腰を伸ば

し亜「雄大な浮き」を形成することや着地姿勢を

より高くすること亜すなわち未習熟な運動をより

良い運動に変化させることが可能になったと推察

される。

以上のことから亜幇助開始を倒立位よりも早く

行うことは亜運動経過をより長い時間幇助するこ

とができるため亜より良い運動に変化させるため

には有効であると推察された。

Ⅳ まとめ

本研究から亜前方倒立回転跳びを恐怖心なく一

人で実施できる学習者を対象にして亜より良い運

動に変化させ理想像に近づけるための幇助につい

て亜未熟練幇助者と熟練幇助者の比較から考察を

行った。その結果亜以下のことが明らかになった。

小西康仁・植村隆志・宮崎彰吾・村田憲亮・山田 洋・小河原慶太
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図 8 学習者Bに対する各幇助者の幇助開始姿勢

図 9 学習者Bの幇助開始時の姿勢



1唖幇助者は亜学習者に対して向き合い重なり

合うような位置で亜手のひらと肩部分を支点

にして幇助する。

2唖幇助者は亜「てこの原理」を利用し重い身体

を持ち上げるように幇助する。

3唖幇助開始のタイミングは亜倒立位よりも早

くする

以上のことが亜本研究から前方倒立回転跳びの

理想像を学習者に身につけさせるためには重要な

幇助であると示唆された。

本研究では亜前方倒立回転跳びを恐怖心なく一

人で実施できる学習者に対する幇助方法にのみ着

目して考察を進めてきた。前方倒立回転跳びの段

階的指導としてまず初めに取りかからなければな

らない倒立の技術に対する指導法や亜跳び箱など

の段差を利用した指導法や幇助方法と直接的幇助

法3)は多く存在する。それについては今後の課題

とし亜本研究の幇助方法が学校体育の現場に生か

され亜「出来たことに喜びを感じる」ことのでき

る学習者が増えることを願い亜本論を閉じること

とする。
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